














































































I 89 7 
I 898 
I 899 
I 90 0 
I 9 0 I 
I 90 2 
I 9 0 3 
I 9 0 4 
I 9 0 5 
I 90 6 





2 8 0 
5日o















I 9 0 8年 400 0名 62 3名
I 9 0 9 4 0 0 0 53 6 
I 9 I 0 63 3 
I 9 I I 69 I 
I 9 I 2 I 40 0 26 0 
I 9 I 3 2 0 0 0 4 I 6 
I 9 I 4 5 0 0 0 366 
I 9 I 5 42 0 
I 9 I 6 4 000 400 
I 9 I 7 3 I I 
I 9 I 8 3000 3 I 4 



























7) 陳山務『張之洞勧学篇評注j(大連出版社， 1990) 9頁。








































































































































































































































































































64 独逸話専修学校 5 
47 東洋大学 5 
45 女子音楽学校 a 
35 東洋古芸学校 4 
25 共立女子職県学校 4 
24 女子学院 3 
22 車恵医院医学専門学校 z 
19 順天求合社 z 
18 東京学院 2 



































































































































59) r魯迅全集.1 6 (人民出版社， 1982) r在現代中国的孔夫子J315頁。
60) r清議報.110(1899年4月1日)梁啓超「論学日本文之益J(r清議報全編.1 4，成文出版
社， 1967所収)73頁。













1902) ，相蘭生訳の『斯賓塞爾干渉論.1(帝国叢書社， 1903)， r美国独立戦史.1(作新社，
フランス


















































65) W張i専泉先生全集H中央文物供応社， 1952) r回憶録J233頁。
66) r早稲田大学政訟理財科講義H早稲田大学出版部， 1906) r支那人教育論」。当時の早稲
田における留学生教育の概要については，実藤恵秀・細野浩二「早稲田大学における
中国留学生教育J(前掲)参照。













































































学.1 8， 1983)，同「湖南革命派の形成過程についてJ(偽教大学『人文学論集.123， 
1989)参照。
136 偽教大学総合研究所紀要第2号)jIJ冊アジアのなかの日本
は国家の全体である。人々は国家に服従する一人であり，また人々は自由権を享有す
る一人である，と。かくて「主権は国民のみが掌握するものであって，政府は国民の
意思に基づいてこれを執行する委員であり，国民は株主，政府は株主の支配人であ
るjと。このような認識のもとに「国家の土地は国民が根をおろす基地であり，政府
の私産ではない。国家の政務は国民の共同の要望であり，政府の私職ではない」から
「政府がかつてに処分したり私物化したりすることはできない」と論断した。さらに
モンテスキューの学説をふまえ，専制権力排除の手段としての三権分立について語
る。「国家には三権がある。三権が分立しなければ，秩序は安定せず，幸福は増進さ
れない。それゆえに立法・司法・行政の三者が分立し，それぞれが独立の地住をしめ
なければならないのである。しかしながら三権は国家の主権から発生するものであ
る。主権とは，国民全体を体として，三権分立を用とするものである。主権なるもの
は，国民全体がこの権を少数者に委任することによって，全体の意識に到達させるも
のである。行政権とは，国民のうちの一部分の少数者が全体からの委任を受けて，主
権を行使する職務である。司法権とは，行政者と人民との遵法を監督するものであ
る。主権の行使にあたるものが，その任に適しなければ，国民の公意によって彼らを
排斥するか，あるいは弾劾することができる。憲法なるものは，国民の公意によって
制定し，また国民の公意によって廃することができる。それゆえに憲法は国民の公意
の端的な表現であり，政府も国民もともにその制約を受けるのであるjと74)。
もう解説を必要としないで、あろう。かれらはすでに民主国家の理論と近代的な‘法治
精神を充分理解し，自らの思想としていたことがわかるであろう。ただ楊統麟の思想
にあっては「民族建国主義J(近代フ鳴ルジョア国家形成論)に力点があり， r個人権利主
義J(天賦人権論)は補助的な役割しか与えられていないことを付記しておく。
さらに革命的な留日学生たちは，専制を打倒する革命の思想、をたんなる題目や理念
としてではなく，そのモデルをフランス革命やアメリカ独立革命にもとめて具体的に
研究を重ねていた。その集大成が留日学生都容の『革命軍J(1905年flJ)75)であった。
それは革命のパイプルとして20数版を重ね，発行部数100万部を越えたベストセラー
であった。『革命軍』にみられる思想を検証しながらこの章をとじる。
都容はルソーら諸大哲の徴言大義を「起死回生の霊薬Jr反魂の名処方」と位置づ
74) 楊統麟『新湖南H張初・王忍之編『辛亥革命前十年間時論選集.1 1巻下冊，生活・読
書・新知三聯書底， 1960) 632-635頁。
75) 郷容(1885-1905)は四川重慶の人。「革命軍J(周永林編『郷容文集』重慶出版社，
1983)40-74頁。島田慶次・小野信爾編『辛亥革命の思想.J(筑摩書房， 1968)所収の
f革命軍」の翻訳およぴ解説参照。
中国人留学生と日本の近代清水稔 137 
け，それをアメリカ・フランス文明の源と考えた。中国人へ次のように呼びかける。
まず奴隷根性の打破と自主独立の精神を持つ国民になれ，と。専制支配下の漢族は奴
隷である。奴隷とは国民にたいする言葉。国民が自治の能力，独立の性格，参政の公
権，自由の幸福をもつのにたいし，奴隷は自治の能力もなければ，独立の心もなく，
あらゆる飲食・結婚・衣服・居住のすべてにわたり，主人の命を待つばかりか，天賦
の人権，当然享受すべき幸福も，すべて主人の手にささげた存在である。革命・独立
の大義をアメリカの独立の義にならい，わが国民の天賦を妨げる悪魔を一掃し，わが
天賦の権利を快復する革命をなしとげなければならない。そのために 3か条<中国は
中国人の中国たることを知るべきこと，各自は自由・平等の大義を知るべきこと，政
治・法律の観念をもつべきこと>の原則をあげ，それに基づく革命教育を国民に普及
し，百千万億兆のワシントン・ナポレオンを生み出さねばならない，と説いた。
都容が革命の主体にほどこそうとした教育は，すべてルソーの『社会契約論』に説
く天賦人権・社会契約・革命権の諸理論を根拠としたものであった。『革命箪』にあ
ってはルソーの思想が中国革命の理論的支柱として佐置づけられたのである。民族主
義を基底とし共和の革命を高らかにうたいあげたこの鄭容の『革命軍』は，留学生の
なかで高揚しつつあった革命的気運をいっそう促進させる役割を果たすとともに，や
がてそれは1905年の中国同盟会の革命綱領のなかに取り込まれ，革命派のなかに生き
続けていった。
むすびにかえて
中国で留学や西洋文明の受容が真剣にうけとめられたのは， 1895年の日清戦争の敗
北以後のことであり，留学が一世を風廃するのは1905年の科挙の廃止を契機とする。
本稿では1896年から1905年にかけての中国人の日本留学に焦点をあてて，次のような
諸点について確認しえた。
(ω1υ)清朝政府の留学政策が政府レべルで
あり，その過程において日本の在外高官・陸軍参謀本部および、清朝の地方高官による
留学要請が政策決定におおきく影響していたこと。
(2)前項の留学政策が清朝政府レベルで実行に移されたのは1901年以後の西太后の新
政期であり，その留学生派遣の実務をになったのは地方高官であったこと。
(3)清朝政府が日本留学を奨励した背景として，近代日本が天皇制国家であり，儒教
を基本としながら西洋の文化を受容してきたこと，つまり中国と日本が儒教という同
138 偽教大学総合研究戸利己要第2号別冊 アジアのなかの日本
じ精神土壌を共有しているとの親近感をもったこと， したがって中国に近代教育制度
が整備されるまでの間，日本に教育の代替をもとめようとしたこと，同時に日本側も
またその意向をうけて教育を実施したこと。
(4)現実に日本にきた中国人留学生は儒教に基づく日本の教育に失望し，教室外で西
洋近代の思想を学びとる努力をし，そのなかからルソーの思想を革命の思想として摂
取し，それを武器として祖国の変革に奔走したこと。
